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研究成果の概要（和文）：1）社会的相互作用場面における共感の認知・神経機構の作用様態の解明：競争的相
互作用で相手の行動を予測するための戦略モデル形成に係わるRTPJが、分配における最不遇への共感とも関与す
ること、内集団に対する情動的共感が外集団への援助行為においては非効率な結果をもたらすことを明らかにし
た。
2）共感性を通じたヒトの社会的ニッチ構築の解明：被験者に多様な実験ゲームをバッテリーとして課し、協力
行動を通底する共通行動次元を抽出した。DLPFC容量が戦略行動の個人差と相関すること、テストステロンが集
団秩序の維持に係わること、オキシトシン受容体遺伝子OXTR rs53576が信頼行動に係わることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：1) Investigation of neuro-cognitive bases of empathy underlying social 
interaction: Through a series of experiments with humans and computational models, we have shown 
that human empathy is a multi-facet system composed of emotional and cognitive subsystems. We showed
 that: (a) RTPJ, recruited in strategic planning in competitive games, is also engaged when people 
consider welfare of the most unfortunate others in social distribution; and (b) warm empathy, which 
is recruited in helping unfortunate ingroup members, produces external inefficiency when helping 
outgroup members.  
2)Investigation of social-niche construction using empathy: By assigning various experimental games 
as a battery, we have identified core dimensions underlying human cooperation. We showed that: (a) 
cortical thickness of DLPFC is related to individual differences in strategic behaviors in games; 
(b) Testosterone is related to maintenance of social orders in groups; and (c) OXTR rs53576 is 
related to human trust.

研究分野： 社会心理学
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1．研究開始当初の背景	

（1）原初的共感は、群れ生活を営む動物が同

種他個体の反応をモニターし自らも引き受け

ることで、捕食者の出現などの環境変化に直

ちに反応できるように身体的に準備するとい

った適応的意義をもつ。同時に、他個体の摂

食行動や食物に対する身体反応を自らが引き

受けることは、有益な食物への接近行動と有

害な食物への忌避行動を素早く学習するため

に有効である。事実、近年の社会神経科学は、

ヒトが他者の苦痛を観察した際に、自らの痛

みをコードするのと同一の神経回路が賦活さ

れることを明らかにしている。こうした個体

間における痛みの転移、警戒や恐怖などの伝

搬といった情動伝染現象は、霊長類はもちろ

ん、集団生活を営む動物種に広く共通に見い

だされる原初的な共感と言える。しかし、原

初的共感と、人間に特有とされる認知を介し

た高次共感との関係は明らかにされていない。	

（2）申請者らはこれまでヒト間で情動伝染が

生じるための社会生態学的な文脈について、

行動・生理実験とゲーム理論によるモデル化

を組み合わせることで検討してきた。たとえ

ば、二者間で喜び、怒り、悲しみといった感情

表情が転移する表情模倣現象は、必ずしもこ

れまで主張されてきたように自動的に起きる

不随意的反応ではなく、相互作用相手の感情

状態を正確に認知・推論しなければならない

社会的文脈において特に生起しやすいことを

明らかにした。また、他者の苦痛を自ら生理

的に引き受ける痛みの伝染についても、無条

件に起きるものではなく、相手の置かれた社

会的状況の正確な理解が重要な鍵を握ること

を、末梢系生理反応の同期化を指標として解

明した。こうした知見はいずれも、従来、自動

的・不随意的反応とされてきた情動伝染現象

が、ヒトにおいては、認知的な制御を強く受

けていることを示しているが、そのメカニズ

ムについてはまだ十分に明らかではない。	

2.	 研究の目的	

本研究では、こうした知見を出発点に、実

験ゲームを中心とする行動実験と脳機能画

像計測・生理反応計測を戦略的に組み合わせ

ることで、ヒト社会に特徴的な互恵・公平性・

集団協調と共感性の関係について解明する。

以下の 2つを中心に検討を行う。	

（1）社会的相互作用場面における共感の認

知・神経機構の作用様態の解明：共感性を生

み出す認知・神経機構の中に見られるヒトと

ヒト以外の動物の共通性と相違点を明らか

にするための行動実験と脳機能画像計測を

進める。これらの検討では、これまで行って

きた「痛みパラダイム」を継続すると共に、

新たに自分と相手の相互依存関係の構造を

ゲーム理論の枠組みを援用して定式化する。	

（2)	共感性を通じたヒトの社会的ニッチ構

築の解明：ヒトは共感性を強力かつ柔軟な形

で適応的道具として利用することで、他の動

物種とは異なる多様な社会的ニッチを構築

している。こうしたヒトの高度の共感性と社

会的ニッチ構築との関係を明らかにするた

めの実験ゲーム研究を進める。同一の被験者

に対し、上述のゲームに加え、信頼ゲーム、

独裁者ゲーム、社会的ジレンマゲームなどの

多様な実験ゲームをテストバッテリーとし

て課すことで、共感性や協力行動を通底する

共通の行動次元を抽出する。同時に Voxel 
based morphometry による被験者の脳灰白質
構造の計測や、テストステロン、オキシトシ

ンなどの内分泌物質の測定、遺伝子型の解析

を通じて、行動レベルでの共感性・協力傾向

の個人差との関係を検討し、社会的階層や職

業などの個人の置かれた社会的ニッチと共

感性の関わりを明らかにする。	

	

3．研究の方法	

（1）では、ヒトが相手に対して示す共感性

が社会的相互依存構造の違いに応じてどの

ように変化するのか、eye trackerを用いた視
線計測やMouselabを用いた情報探索行動の
計測、血流変化や皮膚電位変化などの自律

神経系反応の計測により検討し、得られた

結果を他の動物種と比較する。また課題遂

行中の脳活動を fMRI により計測すること
で、各種の共感と相関する脳部位・脳回路

を特定し、これらの脳部位の賦活水準が行

動選択における個人差とどのように連動す

るのかについても併せて解明する。	

（2）では、多様な実験ゲームを同一の被験

者にテストバッテリーとして課すことで、



共感性や協力行動を通底する共通の行動次

元を抽出する。被験者の脳灰白質構造の計

測、テストステロン、オキシトシンなどの

内分泌物質の測定、これらの受容体に関わ

る遺伝子型の解析を通じて、上記の共感性・

協力行動の個人差との関係を検討する。	

	

4.	 研究成果	

（1）分配正義を支える共感性システムの解明	

John Rawls の正義論を支える「無知のヴェ
ール」やMaximin原理などの規範理論的な概
念群が、人々の実際の分配判断においても重

要な役割を果たすことを、一連の行動・認知・

脳科学実験により明らかにした。Rawls は、
「無知のヴェール」という人工的な仕掛けを

設けることで、分配の正義の問題を「不確実

性のもとでどのように意思決定を行うのか」

という問題の枠組みに変換している。本研究

は、富の供給に係る生態学的な側面に着目し、

社会的分配に関する意思決定と不確実性のも

とでの意思決定という状況は、いずれもリス

クヘッジが重要になるという点で、人々の心

の中で機能的につながっているのではないか

という可能性を考えた。Quasi-Maximin Model
（Charness & Rabin, 2002）と呼ばれる経済学
の効用モデルを援用し、この命題を検討した。

このモデルでは、人々の選択肢に対する価値

（効用）判断は、選択結果の総和(total)と最低
(minimum)という２つの要素のバランシング
によって決まると仮定する。実験の結果、

Maximin 的な思考は、ギャンブルと社会的分
配という 2 つの場面で共通して、強い自発的
アンカーとして作用することが明らかになっ

た。最終的な選択自体は、功利主義的な選択

から、Rawls的な（最低を重視する）選択まで、
人々の間で多様だったものの、最不遇・最悪

の状態には、全参加者共通して最大の注意・

関心が向けられていた。また、そうした「最不

遇状態への自発的関心」は、参加者に共通し

て、右側頭頭頂接合部（RTPJ）との神経相関
を持っていた(図 1)。この脳部位は、認知的共

感性や視点取得との関係が指摘されている脳

部位であり、利他性を支える神経基盤である

可能性が示唆されている。以上の結果は、リ

スクのもとでの意思決定でも社会的分配でも

共通して、人々は「不遇な状態の可能性」にま	

図 1.	分配正義の神経基盤	

ず身を置いてしまうことを意味し、Rawls の
思考実験と整合する。この研究は、2016年の
米国科学アカデミー紀要（PNAS）に公刊され、
Rawlsの規範的理論に世界で初めて脳科学的・
行動科学的な基礎を与えた研究としてコメン

タリーが付けられ、朝日新聞、中日新聞、東京

新聞などのメディアにも取り上げられるなど

国内外で反響を呼んだ。 

（2）「今ここ」を超える認知的共感性の機能	

	 近年、向社会行動、つまり、コストをかけて

他者の福利を向上させる行為は、情動やヒュ

ーリスティックのような自動的基盤を持つと

する研究結果が数多く報告されている（Rand 
et al., 2012; Yamagishi et al., 2015）。進化的に
も、こうした心的特性は、ヒトが内集団とい

う長期的な互恵関係が存在する環境で進化し

てきたことを背景に獲得されたと考えられる

(Greene, 2013; 亀田, 2017)。しかし、こうした
情動的共感は、とくに外集団への援助におい

て負の外部性をもつ可能性がある。例えば、

2017年に発生した熊本地震では、全国からた
だちに多くの支援が集まったが、個人が支援

物資を送るためにマイカーで駆けつけて交通

網が渋滞し、善意にも拘わらず被災地の迷惑

になってしまうボランティアを指して「モン

スターボランティア」という言葉まで登場し

た。そこで、本研究では、援助行動の効率性を

厳密に定義できる実験パラダイムを開発し、

情動的共感が援助行動の効率性を阻害する可

能性を実証的に検討した。実験の結果、被災



地への援助場面では実際に非効率性（負の外

部性）が発生しやすいこと、またそうした傾

向は情動的共感の高い被験者ほど顕著である

ことが確認された。	

（3）AVPが攻撃傾向に及ぼす影響の検討 
	 ヴァソプレシン（AVP）はペプチドホルモン
の一種であり、抗利尿作用・血圧上昇の機能

をもつ。この作用は系統的に古い生物から保

存されており、尿による情報伝達→縄張りの
マーキング→侵入者への攻撃という外適応の
プロセスを経て、ヒトにおいて外集団への攻

撃傾向に影響する可能性がある。この可能性

を検討するために、ヴァソプレシンをスプレ

ーにより経鼻投与し、実験ゲームにおける攻

撃傾向への影響を調べた。実験の結果、AVPの
経鼻投与は、男・女、個人・ペアの別を問わず、

外集団に対する先制攻撃傾向を上昇させるこ

とが明らかになった。 

（4）実験ゲームを用いたヒト協力行動の検討	

多様な実験ゲームを同一の被験者にテスト

バッテリーと課し、協力行動を通底する共通

行動次元を抽出した。実験の結果、経済学が

想定するようなホモエコノミクスは被験者全

体の 7％程度に留まり、ほとんどの被験者は
集団場面で協力すること、またこれらの協力

傾向の違いは、IQや社会経済的地位などと連
動することが明らかになった（Yamagishi et al., 
2015, Psych Sci）。 

（5）オキシトシン受容体遺伝子と信頼行動	

	 オキシトシン受容体遺伝子(OXTR)rs53576
が、男性の信頼行動と関係すること、また、こ

の関係は他者一般に対する信頼感が媒介する

ことが明らかになった。一方、女性では、

rs53576 の多型による一般的信頼感の違いは
認められなかった。 

（6）規範維持とテストステロン	

	 スポーツチームを対象に、集団規範の維持

に拘わる罰や攻撃行動に寄与すると考えられ

るテストステロンの秩序維持に果たす役割を

実験的に検討した。実験ゲームを用いた検討

の結果、学年が上がるほど支配的な意思決定

が見られ、またその傾向にはテストステロン

が関与していることが明らかになった

（Inouye et al, 2017, Sci Rep）。	
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